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市民とのアートなふれあい

「アートフェア飯塚２０２３」

対
象
経
費

会場使用料（使用料）
案内はがき印刷代（需用費）
郵送代（役務費）
絵の具、葉書用袋等（需用費） など

絵画や工芸の展示会及び地元芸術家と市民のふれあい事業を実施

総事業費

208,344円

補助金額

150,000円
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🔺 ポストカード

◀ 新聞 掲載記事

飯塚美術協会
採択回数

R5 R5



団体名 飯塚美術協会 代表者 会長 原田 敏規

事業名称

市民とのアートなふれあい

「アートフェア飯塚
2023」

総事業費 ２０８，３４４円

事業区分 テーマ事業 補助金交付額 １５０，０００円

事業の目的

・地元で日々、芸術活動をしている姿を、作品を通して知っても
らうことで、地元の文化を深く知る機会になる。

・飯塚の風景画を受け取ることで、あらためて地元の良さや歴史
を味わい、地元への誇りを醸成することができるようになる。

・市民と美術協会会員が直接、顔を合わせることで、温もりのあ
る交流を期待できる。

事業の内容

実施期間 令和５年７月1９日～令和5年８月６日

実施場所 ギャラリー青

実施状況 展示 19日間

〇飯塚美術協会会員（28名在籍）が、日々制作している絵画等
の、アート作品を三つのグループに分かれて、120点を展示し、
三週間に渡って開催することで、地元芸術家作品と市民が触れ
合える事業。

〇来場者の似顔絵や飯塚市内の風景画絵葉書を配付。

事業の成果

西日本新聞と読売新聞に記事が掲載されたのを見て、来場した
方も多く、会期中の来場者は、約300名だった。
会場のスペースの問題から、リレー形式で3回に分けて開催した
が、一人当たりの展示作品数が多く、作家の個性や画風が理解
できたとの声が寄せられ、地元で地道に活動する文化人の姿を
伝えられたのは成果であった。
飯塚市内の風景画絵葉書を見て地元への愛着を感じ取られる方
の姿があった。

次回以降の
見通しと課題

今年は特に猛暑で、外出が何かと困難な場面もあった。健康面
での配慮が必要であるので、次年度は4月～5月の開催を検討
したい。
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子どもからお年寄りまでが楽しめる
カードゲームの製作と実践

図書費（需用費）
文具類購入費（需用費）
デザイン指導料（委託費）
ソフトウェア購入費（需用費）など

【カードで脳トレ楽しんで！】

ゲームで高齢者向け脳トレができるカードゲーム「Pocket９」を制作

355,725円

補助金額

196,000円

▲ カードの箱詰め作業中

▲ 新聞記事に掲載

豆たんクラブ
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総事業費対
象
経
費

採択回数

R5

さぁ
みんなで考えよう！

最高！
（さいこう）



団体名 豆たんクラブ 代表者 会長 瓜生 隆弘

事業名称
子どもからお年寄りまでが楽しめ
るカードゲームの製作と実践 総事業費 355,725円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 196,000円

事業の目的

・ゲームに参加するために交流の場まで足を運ぶことは、高齢者
の外出のきっかけづくりになる。また、他の参加者との会話の
機会が増えることで、さまざまな刺激を受けることができる。

・幅広い年代の方が飯塚市市民交流プラザに集い、語り合うこと
から、街のにぎわいづくりにつながる新たな取り組みが生まれ
ることも期待できる。

事業の内容

実施期間 令和５年６月１日～令和６年３月３１日

実施場所 市民交流プラザ

実施状況 会議：26回、配付部数：190部

○子どもからお年寄りまでの幅広い方を対象にした、オリジナル
のカードゲームを制作し、直接対面で楽しんでいただくことを
企画。

〇市報やSNSを活用して、交流会への参加者を募る。完成した
ゲームは市内の交流センターやボードゲーム専門カフェに配布。

事業の成果

カードゲームの製作を共通テーマとして、近畿大学産業理工学部
と近畿大学九州短期大学の学生および地域の社会人などが集
い、子どもからお年寄りまでが楽しめるカードゲームを開発する
ことができた。
令和6年1月には西日本新聞社の取材を受け、記事が掲載され
たことから広く市民に知っていただくことができたと思ってい
る。完成したカードゲームは飯塚市中心商店街の方々や市内の
交流センター等に配布した。

次回以降の
見通しと課題

名刺用の紙でカードを製作した。100枚で1セットとしたが、ひら
がなを活用したので45枚程度で良いとの意見があった。
次年度以降は、手触りの良い仕上げにしたり、枚数を調整するな
どしてさらに使いやすいものにしたい。
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飯塚iiＪＡＮ（いいじゃん）
制作者育成及び展示

会場使用料（使用料）
iiJAN制作用品
Ｇジャン、接着剤等（需用費）など

家庭内の不要になった衣類などを、彩色したり印刷物を
貼り込みリメイクし、新しい感覚で甦えらせる

57,404円

補助金額

43,000円

Ｔｏｍ！Ｐｉｍ！Ｓｈｉａｍ！
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総事業費対
象
経
費

採択回数

R4 R5



団体名 Tｏｍ！Ｐｉｍ！Ｓｈｉａｍ！ 代表者 代表 髙鍋 充

事業名称
飯塚ｉｉＪＡＮ（いいじゃん）制
作者育成及び展示

総事業費 57,404円

事業区分 テーマ事業 補助金交付額 43,000円

事業の目的

・商店街の空き店舗対策となる活動として、家庭内で不要となっ
た物をトレーナー指導の下、親子で楽しく作業し、新たな生命
を与え、衣類の加工に興味がある方の仕事になり、それが商店
街の空き店舗対策の活性化につながる。

事業の内容

実施期間 令和５年６月1日～令和６年3月31日

実施場所 市内交流センター

実施状況 育成回数：7日間

〇今回は2回目に入り、制作スタッフの育成及びトレーニングを
行う。
〇家庭内で不要となった飽きた衣類を彩色したり、印刷物を貼
り付けたりして、そのアイテムを新しい感覚で蘇らせる。

事業の成果

二年目の段階としては、２名でのサンプル制作を行ったが、今年
より具体性を持った展開を開始したい。
代表者の体調不良により、空き店舗対策には一歩も踏み出せな
かった。

次回以降の
見通しと課題

あくまでも予定で希望ですが、飯塚市商店街を借用し、土日限定
のアートギャラリーとiiJANコーナーを開設し、販売とワーク
ショップを行い、告知する。
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アンブレラスカイinイイヅカ☂

宣伝用ポスター、チラシ作製料（委託費）
金具、ロープ、傘、文具等（需用費）
司会、音響料（委託費）
送料、手数料（役務費）
HP作成・管理費（委託費） など

ポルトガルのアゲダで行われる芸術祭アンブレラスカイを、

大好評だった昨年に引き続き今年も開催！

286,656円

補助金額

200,000円

▲Instagram

NPO法人サカエ会
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採択回数

R4 R5

総事業費対
象
経
費



団体名 ＮＰＯ法人 サカエ会 代表者 理事長 伊藤 栄一

事業名称
アンブレラスカイ
ｉｎイイヅカ

総事業費 286,656円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 200,000円

事業の目的

・日頃では体験できないこと、見る事が出来ないことを体験する
事ができ、思い出を残すことができる。

・親子・家族・周りの参加者とのコミュニケーションの輪を広げる
事が出来るチャンスになる。

・足元ばかりではなく、上を見ることにより、いいことがあるとい
う事を発見し、明るい未来へと進んでいければと思う。

事業の内容

実施期間 令和５年6月1日～令和5年１2月30日

実施場所 イイヅカコミュニティーセンター

実施状況 開催日：令和5年10月8日～14日(7日間）

〇【10月8日】参加申し込みしていただいた方に（160名）傘に
絵を描いてもらう。

〇【10月9日】サカエ会のメンバーを中心に飾り付けする。
〇【10月10日～13日】展示期間。
〇【10月14日】撤去作業。

事業の成果

参加者の中には、去年に引き続き参加しましたとのリピーターの
方も多く、新しくチラシを見ての申し込みも多数あった。
普段と違ったことをご家族で体験することで、会話の輪も広がり
楽しく過ごせたのではないかと思う。
SNSにもあげて頂くことができた。ミニフォトコンテストでは15
件の応募があったが、予想していた件数より少なく感じた。

次回以降の
見通しと課題

展示期間を4日間取りましたが、周りの方から好評で展示期間を
延ばしてほしいとの声が多く寄せられた。次回からは1ケ月くら
いでもよいのではないかと考えている。
他のイベント（ハロウィン、クリスマス、夏祭り等）とのコラボも考
えている。
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明星（あかり）

革新的農業への道

381,456円

補助金額

200,000円

耕作放棄地を利用した有機肥料による野菜栽培と販売

ガソリン代、交通費（旅費）
施設使用料（使用料）
肥料、農具、文具、
印刷等（需用費） など

▲有機肥料による野菜栽培

▲完成した「干し芋」▲収穫した「芋」
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対
象
経
費

採択回数

R5

総事業費

商品化！



団体名 明星（あかり） 代表者 代表 小池 正博

事業名称 革新的農業への道 総事業費 381,456円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 200,000円

事業の目的
・荒れた休耕田で画期的な有機農法・農薬不使用の菜園事業に
取り組めば、周囲に大きな反響を呼び、他の農家を動かすこと
も可能と考えている。

事業の内容

実施期間 令和５年８月1日～令和６年3月31日

実施場所 飯塚市明星寺市浄水場付近

実施状況 子ども会との定植作業、勉強会、販売等を実施

〇耕作放棄地を利用した有機肥料による農薬不使用の野菜栽培
と販売

〇若者農業就業の創出、鎮西地区農業の活性化
〇耕作放棄地を借り受け、安心安全な野菜栽培

事業の成果

3年前から始めた紅はるかを使った干し芋作りと、6年続けてい
る里芋作りが、団地内と外部の常連のお客様により生産量と販
売量が増加し、近隣の農家の方からも加工品としての干し芋作
りの反響の良さに、興味を持たれ始めている。
本年度生産高：さつまいも＆干し芋昨年比1．5倍

：里芋昨年比0．6倍

次回以降の
見通しと課題

来年度は増加していく販売量に対応すべく、里芋とさつまいも
の植え付け量を1．5倍に増やす予定。ただ作業人員の絶対数が
少ないので、本年度より交流を開始した九州大学と近畿大学の
学生さんの応援を頂き、本格的な地域発展の事業としての道筋
を捉えていきたいと思っている。
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サイレントカップ⚽

カメラマン委託費（委託費）
トレーナー委託費（委託費）
審判委託費（委託費）
表彰に関わる経費（需用費）など

子どもたちの自主性、主体性、考える力、行動に移す力を
育てるサッカー大会を開催しました！

573,248円

補助金額

300,000円

▲大会の様子

NPO法人LIGアカデミー
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総事業費

採択回数

R5

対
象
経
費



団体名
NPO法人
LIGアカデミー

代表者 理事長 大谷 翼

事業名称 サイレントカップ 総事業費 573,248円

事業区分 コラボ事業 補助金交付額 300,000円

事業の目的

・育成世代において大切な、自主性、主体性、考える力、行動に移
す力、それらに知恵・工夫を取り入れ、成長させること。

・指導者・保護者が発見できなかった、子ども達の良さ、可能性
に改めて気付ける良いきっかけになる。

事業の内容

実施期間 令和５年８月１日～令和５年８月３１日

実施場所
立岩小学校運動場・健康の森グラウンド・飯塚市運
動場・西安の丘グラウンド

実施状況 ２日間（8月19日、8月20日）、４会場で実施

〇指導者、保護者の指示が一切禁止という特別ルールのあるサ
イレントカップを開催。

〇36団体(市内外、県外の団体）が参加。
〇九州サッカー専門のカメラマンに2日間で10．00０枚を超え
る写真を撮っていただいた。

事業の成果

飯塚市のホテルと連携が取れ、今後、大会時などに宿泊でき
る場所を確保でき、お互い、メリットがある。
また開催してほしい、別地域での開催も考えてほしいという声が
上がり、次年度以降の基盤ができた。
子ども達が、自分たちで考え、行動して試合に向かっている姿は
とても成長したように見えた。
「いいすぽ」とコラボし、参加チームへチラシ配布し、マネーセミ
ナーを開いたことで、認知拡大や需要を確かめる事が出来た。

次回以降の
見通しと課題

今回は飯塚市外の会場でも開催したが、次年度からは飯塚市内
のみでの開催をする方向。
サッカーに限らず、別競技も取り入れた大きな大会を飯塚市と
一緒に開催したい。
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鎮西の電飾祭２０２３－２０２４

対
象
経
費

イルミネーション材料代（需用費）
高所作業車レンタル代（使用料）
チラシ作成費（委託費）
電気代（需用費） など

若手世代を中心に
鎮西交流センターをイルミネーションでライトアップ

448,839円

補助金額

300,000円

▲イルミネーションの様子

安鎮プロジェクト
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総事業費

採択回数

R5 R5



団体名 安鎮プロジェクト 代表者 リーダー 大谷 剛

事業名称
鎮西の電飾祭
2023-2024

総事業費 448,839円

事業区分 コラボ事業 補助金交付額 300,000円

事業の目的

・若い世代の青年会と共同で実施することにより、次世代の地域
行事の担い手として、技術や事業の進め方等のノウハウを伝え
地区を発展させていくためのアイデアや企画力などを引き出し
ていく。

・昨年実施した際は、多くの観覧者があり、反響も大きかったた
め、鎮西交流センターの賑わい創出という面でも大きな効果が
あると考える。

事業の内容

実施期間 令和５年８月１日～令和６年１月3０日

実施場所 鎮西交流センター

実施状況 会議：２３回、点灯期間：１１月１１日～１月１３日

〇鎮西交流センターをイルミネーションでライトアップする。
〇11月11日（竜王まつり前夜祭開催日）の点灯式を目標に9月
ごろから展示物を作成し、10月下旬から外壁や屋外への設置
を進める。クリスマスバージョンへの設置変更。正月バージョン
へ設置変更していく。

事業の成果

点灯式を竜王祭り（公民館まつり）前夜祭後に実施したが、まつ
り来場者のほとんどが、時間が空くにもかかわらず点灯式まで
その場にとどまっていたことからも、多くの人の関心を集めてい
たことが伺える。
会期中は夜間かつ長時間の開催のため集計は取れていないが、
かなりの人数が展示を見に来ていた様子は確認できた。普段、
夜間に交流センターを利用しないであろう子ども連れ等も多く
見る事が出来た。

次回以降の
見通しと課題

強風、雨や雪などによる資材の痛みが激しく、継続するには追加
購入や展示内容の見直しが必要となる。また、物価高騰により
電飾自体が値上がりや低品質化している状況のため、予算的に
さらに厳しい状況になっていることが予想される。

14



かいたマルシェ

チラシ、ポスター印刷費（需用費）
文具、紙、のぼり旗（需用費）
保険料、切手代（役務費）
警備（見守り）費（委託費）
お化け屋敷作製費（委託費） など

“自らつくる共につくる”

（か）語って（い）一緒に（た）楽しむマルシェの開催

230,602円

補助金額

150,000円

▲チラシ（表紙）

当日の様子

かいた子育てサポート・ジャム

15

総事業費対
象
経
費

採択回数

R5



団体名
かいた子育て
サポート・ジャム

代表者 代表 淺田 なおみ

事業名称 かいたマルシェ 総事業費 230,602円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 150,000円

事業の目的

・「（か）語って（い）一緒に（た）楽しむ」マルシェを実施することで
マルシェに出店する人も参加するお客さんも、みんなが関わり
合える、人と人、人とモノ・コト、場とココロがつながるコミュニ
ティを創る。

事業の内容

実施期間 令和５年８月１日～令和６年３月３１日

実施場所

・頴田交流センター別館（旧サンシャインかいた
・頴田支所前広場（チャレンジ広場）
・丸山公園
（周辺は歩行者天国にする）

実施状況 かいたマルシェ会（反省会含）：１１回、実施日１日

〇主催者によって出来上がった企画に出店者が賛同して参加す
るのではなく、主催者も出店者もそれぞれの想いを準備会で
語り合いゼロから形にしていくプロセスを大事にした事業にす
るため、子ども達にも参加を呼びかけ、子ども達が、自ら主体
的に「働く」チャンスになるように、事前準備から大人と共に参
画する。

事業の成果

「かいたマルシェ会（準備会）」参加者：１１４名（延べ人数）
当日：「かいたマルシェ」参加者（来場者）：約４００名
反省会参加：22名
西日本新聞に掲載（令和５年１１月２０日朝刊）

次回以降の
見通しと課題

反省会で、実行委員・出店者それぞれに開催後の感想や次回に
向けての気づき・アイデアを出し合った。
「キッチンカーが増えるといいな」という意見が多かった。

16



２０２３ 新飯塚駅前
X´masマーケットin筑豊

対
象
経
費

会場設営費、電気工事代、
人件費（委託費）
印刷代、広告代（需用費）
装飾代（需用費） など

新飯塚駅前でのクリスマスマーケット開催

2,006,499円

補助金額

200,０００円

▲会場風景

▲動物愛護活動

X´masマーケット実行委員会
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総事業費

採択回数

R5



団体名
X’masマーケット
実行委員会

代表者 代表 浅尾 加奈子

事業名称
2023新飯塚駅前
X’masマーケットｉｎ筑豊

総事業費 2,006,499円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 200,000円

事業の目的

・クリスマスマーケットに集まったお客様が、周辺商業施設へ流れ
地域活性につながる。

・本事業を通じ、動物愛護活動へ理解を深めてもらう。
・本事業により発生した収益となる部分は、福岡県動物愛護セン
ターに、全額寄付を行うことで、公益性を担保する。

事業の内容

実施期間 令和５年12月1３日～令和5年１2月2５日

実施場所 新飯塚駅前

実施状況 マーケット開催：13日間

〇新飯塚駅前を利用し、13日間クリスマスマーケットを開催。
〇飲食販売、雑貨販売、カラオケ大会、チャリティーステージなど
を実施。

〇広域における地域住民が対象。

事業の成果

クリスマスマーケットに集まったお客様が周辺商業施設へ流れた。
クリスマスマーケットを通じ、動物愛護活動へ理解を深める事が
出来た。
動物の譲渡会：犬1匹、猫4匹を譲渡できた。
カラオケ参加者数：40人
発表団体
飯塚高校3クラブ（バトン部、ブラスバンド部、ダンス部）、
ゴスペル、地元のサークル等11団体が発表

次回以降の
見通しと課題

開催活動方法を見直して開催予定

18



宇宙と人生の学校づくり

対
象
経
費

DVD、資料作成費（委託費）
講師への謝金（報償費）
通信料（需用費）
印刷代（需用費） など

宇宙目線で自分自身を見つめ、地域、国、地球のことを考
える「人生の学校」の開催

440,860円

補助金額

300,000円

▲ レゴブロックDE新感覚「学び」体験会の様子

天空の道 星空プロジェクト
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総事業費

採択回数

R5



団体名
天空の道
星空プロジェクト

代表者 代表 松本 英作

事業名称
宇宙と人生の学校づく
り

総事業費 440,860円

事業区分 コラボ事業 補助金交付額 300,000円

事業の目的

・身近に天体を学べることを知ってもらい、この活動を広めてい
きたい。

・宇宙目線で、自分に自信を見つめ、地域や国や地球のことを考
える人生の学校が、人づくりに繋がっていってもらいたい。

事業の内容

実施期間 令和５年8月1日～令和６年２月２９日

実施場所 穂波交流センター視聴覚室

実施状況 開催：２回：１２月２３日（午前、午後）

〇毎週土曜日開催の星空観望会を継続開催していき、新たに創
設者の想いを引き継ぎ、人づくり、地域活性化のまちづくりに
活かしていく。

〇小学生から大人まで。
〇福岡県内、または県外まで広めていく。

事業の成果

午前の部では、今までの親子の会話では築けなかったことが
あったことに気づいたとの感想だった。
また、母親から再企画を依頼を受けた。午後の部では、別団体で
も実施してもらいたいと好評だった。
自分を見直し気づきをもらえた。との感想をもらった。７０％の
達成感であった。
協議会と協力することで、会場利用や協議会会員への声掛けが
スムーズになった。

次回以降の
見通しと課題

気付きや親子の会話を築けることから、「レゴブロックde新感
覚」 の学びを定期的に広めていきたいと思う。SNSでの呼びか
けをもっとしていきたいと思う。
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三世代交流～敬老者感謝の集い～

対
象
経
費

会場装飾費（需用費）
チラシ、ポスター印刷費（需用費）
記念品（需用費） など

三世代交流を目的とした懇親会を開催

178,944円

補助金額

130,000円

▲カラオケ大会

神之浦自治公民館

21

総事業費

採択回数

R5

▲ 記念品 準備中～💦

♪～
♪～



団体名 神の浦自治公民館 代表者 公民館長 本川 恭介

事業名称
三世代交流
～敬老者感謝の集い～

総事業費 178,944円

事業区分 コミュニティ事業 補助金交付額 130,000円

事業の目的

・神の浦自治会の礎を築いていただいた70歳以上の敬老者と
次世代を引き継ぐ青壮年世代の交流。

・青壮年への声掛けをし、自治会未加入者に加入したいと思われ
る自治会にしたい。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月５日

実施場所 神の浦自治公民館

実施状況 開催：１日間（11月5日）

〇令和5年11月5日（日）に神の浦公民館において、懇親会、カラ
オケ大会、ビンゴゲームを開催。

事業の成果

自治会加入の70歳以上の高齢者30人と、小学生5人、保護者、
青年部の皆さん15人が参加した、有意義な交流の場となった。

今回の交流会により、3名が自治会を脱退することを考えていた
が、思いとどまってもらうことができた。

三世代交流は口コミで広がっていき、12月10日（日）に開催し
た、餅つき会の時に、いきいきサロンがコラボしたいとの申し出
があった。

次回以降の
見通しと課題

今後は地域内の交流が一層深まるよう、コラボも視野に入れ、活
動していきたいと思う。
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久世ヶ浦自治会なないろ事業
～クリスマス会で世代間交流～

対
象
経
費

チラシ、ポスター印刷費（需用費）
紙皿、紙コップ等消耗品（需用費）
食材、材料費（需用費）
ガスコンロレンタル料（使用料）
チラシ代銀行振込手数料（役務費）など

自治会の活性化と世代間交流を目的とした
クリスマス会開催としめ飾り作り

106,239円

補助金額

79,000円

▲クリスマス会風景▲チラシ

久世ヶ浦自治会
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総事業費

採択回数

R5



団体名 久世ヶ浦自治会 代表者 自治会長 徳島 勝

事業名称
久世ヶ浦自治会なないろ事業
～クリスマス会で世代間交流～ 総事業費 106,239円

事業区分 コミュニティ事業 補助金交付額 79,000円

事業の目的

・今まで減少していた行事を復活させ、自治会を活性化する。
・幅広い世代間交流を築き、地域の繋がりができるきっかけづく
り。
・次世代へ繋げて、世代交代をしても継続できる「協働のまちづ
くりの推進」ができると考える。

事業の内容

実施期間 令和５年1１月２４日～令和5年１２月１７日

実施場所 久世ヶ浦自治会集会所内外

実施状況 開催：１日間(12月17日）

〇12月17日に久世ヶ浦自治会集会所にて、もちつき大会とクリ
スマス会を開催。
〇もちつき大会では、子ども達と大人で、豚汁作り、もちつきと
餅丸めを一緒にした。
〇子ども達と大人で、しめ飾りを作成し、おもちと共に、80歳以
上の高齢者宅へ子ども達と大人がペアになって配った。
その後、集会所にて、クリスマス会を開催する。

事業の成果

子ども18人、大人47人の参加があった。チラシを見て、参加し
てくれた方もいて、多くの住民に周知できたと思う。

豚汁に入れる野菜の切込み、餅の丸め方、しめ飾りの作り方を
子ども達は大人に教えてもらうなど、世代間交流ができた。

お菓子掴みゲームをし、軽食とクリスマスケーキをみんなで食べ、
たくさんの交流を図ることができた。

普段はできない体験に子どもも大人も楽しそうにしていた。

次回以降の
見通しと課題

次年度は、もっとたくさんの住民の方に参加してもらえるように
年間の町内行事、地域行事に力を入れ、全員が参加してもらえる
ようにしていく。
まだ、遊び足りない子ども達もいたので、次年度は時間の配分
が課題だと思った。
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カレー食堂の会

対
象
経
費

食料材料費（需用費）
装飾用材料費（需用費）
紙コップ、紙皿、スプーン（需用費）

など

世代を問わず交流できる場として、カレー食堂を開く

46,368円

補助金額

34,000円

▲ 宿題中～

カレー食堂の会
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総事業費

採択回数

R5

▲ みんなで工作中
カレー
おいしい！



団体名 カレー食堂の会 代表者 代表 山本 秀子

事業名称 カレー食堂の会 総事業費 46,368円

事業区分 コミュニティ事業 補助金交付額 34,000円

事業の目的
・コミュニティの場を通して、子育て世代や介護世代の方も対象
とすることでそれぞれが抱える様々な社会的孤立を防ぎ、地域
住民同士の見守りや、地域活性化につなげていきたい。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月1日～令和６年３月3１日

実施場所 デイサービス山桜

実施状況 開催：５日間

〇毎月第三金曜日の16時から、デイサービス山桜にてカレー食
堂を開催。

〇全員にカレー（食べられない方は肉うどん）を提供し、子ども
は、宿題などの勉強ができる場も提供する。

〇ボランティアには専門職を配置し、気軽に相談が出来たり、同
じ悩み等を抱えた人同士が交流できるような場をつくる。

〇夕食後に歯科衛生士による口腔ケアの指導をうける。

事業の成果

回数を重ねるごとに子供達の自発性が育まれ、積極的に宿題や
自学に取り組む姿がみられるようになった。
社会的影響として、事業を通して顔見知りとなり、事業以外の場
で挨拶を交わしたり、声を掛け合ったりと見守りの手が増えたり
少しずつ事業の取り組みが地域に浸透し、協力の声が増え、地域
交流の活性化に繋がってきたと感じる。
父子家庭の方や働いてるお母様から、「助かります」「今日はゆっ
くりさせてもらいます」等の声を聞くことができた。

次回以降の
見通しと課題

令和6年度も毎月第3金曜日に開催予定。
課題として高齢者は送り迎えがないと参加が難しいこと、幼児か
ら小学生の参加が多く、中学生にも広めていく必要がある。また
年齢によって取り組む内容に違いがあり（幼児→工作、小学生→
勉強など）各々が安心して取り組める環境作りが必要である。
一人でも、カレー食堂を必要と感じている方がいる限り、この事
業は続けていきたい。
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ニュースポーツde地域交流！！

対
象
経
費

講師謝礼金（報償費）
お手玉（需用費）
シート作成委託（委託費）
ターポリン生地（原材料費）
イベント保険料（役務費） など

地域住民の親睦及び自治会加入の促進のため、
ニュースポーツ大会を開催！

235,360円

補助金額

150,000円

▲「五目お手玉トーナメント」開催風景

二瀬支部自治会長会
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総事業費

採択回数

R5



団体名 二瀬支部自治会長会 代表者 会長 渡邊 秀人

事業名称
ニュースポーツｄｅ地域
交流！！

総事業費 235,360円

事業区分 コラボ事業 補助金交付額 150,000円

事業の目的

・年齢や性別に関係なく手軽に始められるニュースポーツを活用
して、自治会内の交流から自治会間の交流を経て、二瀬地区全
域へ活動の際に、各自治会のアピールを行い、自治会加入を促
進する。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月1日～令和６年３月3１日

実施場所 二瀬交流センター

実施状況 開催：2日間(３月3日、3月17日）

〇【3月3日（日）】二瀬交流センターで開催されたセンターまつり
で体験コーナーを実施した。

〇【3月17日（日）】老若男女を問わず楽しめる、自治会長会主催
のニュースポーツ「五目お手玉トーナメント」を開催し、成績上位
及び、各賞の表彰を行う。

〇【3月～】住民交流の目的で2自治会に五目お手玉の道具の貸
し出しを行った。

事業の成果

体験コーナー、体験会ともに参加者の年齢が幅広く、異世代間で
交流を図ることができた。また、体験会では自治会対抗の要素も
取り入れたため、自治会間の交流も図ることができた。
多くの参加者から「コロナ禍で途絶えていた地域の交流が復活し
て嬉しい」など好意的な意見が寄せられ、地域住民が持つ交流へ
の意欲を反映できたと考える。

次回以降の
見通しと課題

ニュースポーツを活用した交流活動は次年度以降も継続してい
く方針である。課題としては、各種ニュースポーツの認知度が低
く参加に結び付いていないので、住民への周知に力を入れる。
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身近でアウトドア
（親子で春を楽しもう）！！

対
象
経
費

野外活動指導員（報償費）
講師交通費（旅費）
資料、チラシ等印刷（需用費）
保険料、通信費、郵便料（役務費）
仮設トイレ、運搬車両レンタル料（使用料）
炭、薪、ガス缶、クラフト材料費（需用費）
のぼり旗、Tシャツ制作費（委託費）など

災害時に役立つ知識と経験を得られるデイキャンプの開催

183,816円

補助金額

113,000円

▲デイキャンプの風景

▲チラシ

飯塚レクリエーション研究会
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総事業費

採択回数

R5



団体名
飯塚レクリエーション
研究会

代表者 会長 福間 俊夫

事業名称
身近でアウトドア
（親子で春を楽しもう）！！

総事業費 183,816円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 113,000円

事業の目的

・今までのアウトドアスクール等では、災害を見越した取り組みが
なされていなかったため、今回は火が使え、野外活動を気軽に
行える場を提供し、災害時に役立つ知識と経験を得られるアウ
トドアを実施すること。

事業の内容

実施期間 令和６年2月1日～令和６年３月20日

実施場所 かほ兵衛の台所（カホテラス）横の駐車場

実施状況 開催：1日間 （3月17日）

〇市報等を使い、一般公募で参加を募り、デイキャンプを基本と
し、野草を使った野外調理を行う。

〇火起こし、食べられる野草の選定法、調理法、非常食の調理法
などを講習方式にて行う。

事業の成果

河川敷という身近な場所に、食べられる野草が生息しており、そ
れを使って、手軽にアウトドア体験ができることについて、参加
した方から評価をいただいた。
災害時の炊飯知識についても、実際に体験し、興味を示していた
だいた。

次回以降の
見通しと課題

少しずつであるが、楽しくアウトドアを体験していただくことで
非常時の知識や知恵を知ることができるため、継続していくこと
が大切だと考える。また、今回は民間の「かほ兵衛の台所」さん
の協力を得ることで会場の確保ができたが、もっと身近な公園
などで可能な開催場所があれば検討したい。
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２０２３-２０２４小正一区公民館
年末年始イルミネーション計画と大型紙芝居

対
象
経
費

イルミネーション代（需用費）
電源コード代（需用費）
プレート代（需用費）
印刷代（需用費） など

公民館のイルミネーション装飾と大型紙芝居の作製

210,766円

補助金額

150,000円

イルミネーション風景

小正一区公民館
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総事業費

採択回数

R5

▲公民館での合奏会



団体名 小正一区公民館 代表者 公民館長 西園 信雄

事業名称
2023-2024小正一区公民
館年末年始イルミネーション計
画と大型紙芝居

総事業費 210,766円

事業区分 コミュニティ事業 補助金交付額 150,000円

事業の目的

・地域の方（特に高齢者）とのふれあいと、会話を増やし、自治会
への加入促進と活動への参加を促し、活性化を計る。

・運転免許証を返納されて、遠出をしてイルミネーションを見れ
ない高齢者の方に身近で楽しんでもらう。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月1日～令和６年１月７日

実施場所 小正一区公民館と横のスペース

実施状況 開催：5日間

〇11月3日：敬老会を開催し、大型紙芝居や余興などを実施。
〇12月22日：イルミネーション点灯式を実施。
〇12月28日：合奏会を実施。
〇12月31日：スタンプラリーとニューイヤーカウントダウン実施。
〇令和6年1月5日：イルミネーションの消灯式を実施。

事業の成果

紙芝居は敬老会に参加されていた方に概ね好評だった。
イルミネーションは、点灯期間中は写真を撮っている方も多数い
た。
点灯式では、約50名、カウントダウンでは雨が降っていたが、約
40組のご家族が参加いただいた。
今まで公民館行事に参加されていない方にも、多数来てもらっ
た。

次回以降の
見通しと課題

紙芝居は、公民館行事と育成会行事にて、都度実施していく。
イルミネーションの方は設置数を増やして、華やかにしていきた
い。
課題としては、どちらのイベントも実施にあたり、少数の方に多
大な負担をかけた。次回以降は実行委員会を広範囲から集めて
負担の分散をしていきたいと思う。
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三河家ジャパン演劇祭
「闇夜の翔天」in曩祖八幡宮

対
象
経
費

ステージ設営（使用料）
証明設備、発電機等（需用費）
作業人件費（委託費）
協賛旗制作費（委託費）
警備安全対策費（委託費） など

曩祖八幡宮の宮内のライトアップ
舞踊、歌謡、和楽器の演出

938,411円

補助金額

200,000円

▲ チラシ

ライトアップの様子

三河家劇団
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総事業費

採択回数

R5



団体名 三河家劇団 代表者 会長 竹川 智治

事業名称
三河家ジャパン演劇祭
「闇夜の翔天」ｉｎ曩祖八幡宮

総事業費 938,411円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 200,000円

事業の目的

・市内外の人々に飯塚をアピールするためにも、新たなパワース
ポットの場として「曩祖八幡宮」をピックアップした。

・1800年以上の歴史を持つ八幡宮で、神に捧げる「奉納祭」を
開催することで、市の中心部に新たな名所を創り、飯塚市を盛
り上げたいと考える。

・将来的には、「山笠」の様に市の名物行事とし、集客とイメージ
アップが期待できると考える。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月３日～令和６年１月７日

実施場所 曩祖八幡宮

実施状況 開催：1日間（11月11日）

〇曩祖八幡宮の宮内に仮設ステージを作り、ライトアップにより
幻想的な空間を創り出す。（夜間公演実施。景色のライトアップ
かがり火や竹灯篭の設置）

〇老若男女皆様に楽しんで頂ける舞踊歌謡、和楽器の演出
〇観覧無料

事業の成果

入場料をいただかず、約100名ほどの観客を動員。
県内外、市内外の方々に曩祖八幡宮の存在を伝える事ができ
曩祖八幡宮の歴史と魅力を知ってもらう事が出来た。
曩祖八幡宮の関係者の方々にも好評価を頂き、継続可能と感じ
ている。

次回以降の
見通しと課題

経費の節減と時期の選択が課題として残った。
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飯塚を桜で彩ろう
（さくらびとPROJECT）

対
象
経
費

真砂土購入（需用費）
推肥購入（需用費）
木材支柱（需用費） など

雨水対策調整池の残地を活用し人々の交流の場を作る

352,000円

補助金額

200,000円

▲ チラシ

▲桜の苗木 １６０本の植樹を行う

赤坂調整池有効利活用企画委員会
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総事業費

採択回数

R5



団体名
赤坂調整池有効利活用
企画委員会

代表者 会長 岩見 元照

事業名称
飯塚を桜で彩ろう
（さくらびとＰＲＯＪＥＣＴ）

総事業費 352,000円

事業区分 テーマ事業（先駆的） 補助金交付額 200,000円

事業の目的

・周辺地域の雨水対策調整池の残地を活用して、桜を植樹し、遊
歩道やドッグランを整備することにより、さくらの木を通じて
人とまちの和が広がり、人と人との交流ができる場所として、
アフターコロナを見据えコロナ疲れした地域と人々を満開の桜
で元気にする。

事業の内容

実施期間 令和５年１１月１日～令和６年３月29日

実施場所 赤坂さくら公園

実施状況 作業日：1日間、イベント開催：2日間

〇放置されたままの雨水対策調整池の残地を有効活用するため
まちづくり協議会や近隣住民の皆さんと「赤坂調整池有効利活
用企画委員会」を結成。

〇桜により、景観を再生させ、オシャレで利用しやすい空間形成
の実現により、多世代に利用してもらうことで、にぎわいを創
出する。

〇地域の方を巻き込んで、イベント等の開催や、敷地内外の環境
を整えることで防犯対策にも寄与し、安心安全な地域維持に努
める。

〇「公益財団法人日本さくらの会」より寄贈いただいた桜の苗木
100本と自主財源により購入した苗木60本を植樹した。

〇3月16日・17日に「SAKURAパークフェス」を開催した。

事業の成果

「SAKURAパークフェス」は、2日間で周辺住民約200名の参加
があった。収益の一部を能登半島地震への募金に充てることが
できた。

次回以降の
見通しと課題

次年度以降も桜の時期に開催する。
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困難を抱えた家庭の子どもへの食の支援（フードバンク事業）と
虐待防止活動事業（アドボカシー事業）

対
象
経
費

車両賃借料（使用料）
食品ケース、ビニール袋（需用費）
広報費、チラシ印刷代（需用費）
損害保険、郵送代（役務費）
フードバンクポスト回収費（委託費）

など

434,856円

補助金額

300,000円

▲ チラシ

▲食品提供の様子

特定非営利活動法人ふれあい
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総事業費

採択回数

R4 R5R3



団体名
特定非営利活動法人
ふれあい

代表者 理事長 山根 仁

事業名称
困難を抱えた家庭の子どもへ
の食の支援と虐待防止活動事
業

総事業費 434,856円

事業区分 コラボ事業 補助金交付額 300,000円

事業の目的

・貧困問題を「食」の視点から支援すると同時に、食品ロス・食品
破棄が大きな社会問題になっている。その解決策として破棄さ
れる食材・加工食品などを集約し、必要とされる個人や福祉団
体に無償で提供する。

・誰一人を見捨てないという意識を作っていけると考える。
・生活困窮者を支援し、貧困問題や子どもの健全育成に努め住
みよい地域にしていくことが可能になる。

事業の内容

実施期間 令和5年6月1日～令和6年3月３１日

実施場所 伊岐須会館

実施状況 開催：毎月1回（食品の無償提供）、講演会：1回

〇特定非営利活動法人ふれあいとして、企業から提供頂いた食
品を毎月一回伊岐須会館で無償で配布。

〇虐待防止活動として、令和5年12月1日第2回アドボカシー飯
塚の講演会を二瀬交流センターで実施。

事業の成果

飯塚病院小児科診療部長より、子どもの虐待の現状や課題、医
療現場での体験をもとにした講演があり多くの学びがあった。
フードバンクポスト・フードドライブと言われる家庭内の食品ロス
を削減の取り組みも広まり、市内スーパー、コンビニエンスストア
等を中心に14か所で実施している。食品の回収量も年々増加し
ている。

次回以降の
見通しと課題

3年間の飯塚市協働のまちづくり応援補助金が終了するという
ことで、活動の支援を受け、継続的な事業ができ感謝している。
今後の活動に財政的裏付けが厳しい状況にあるが、可能な限り
自立的な活動ができるよう、飯塚市のまちづくりに尽力したいと
考えている。
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